
金
滞
官
践
志
巻
叶
ニ

有
の
事
也
と
て
、
翌
日
下
男
を
彼
勘
兵
衛
塚
に
諮
し
見
せ
し
む
る

に
、
何
も
替
り
た
る
事
た
し
。
彼
松
が
根
に
小
さ
き
数
珠
の
有
し
と

τ、
取
り
て
蹄
り
け
り
と
ぞ
。
叉
金
津
の
市
入
、
係
議
霜
月
九
日
を

山
祭
の
日
と
続
し
、
都
て
材
木
を
取
扱
ふ
も
の
、
此
の
日
職
を
休
み

商
を
止
め
、
酒
希
を
儲
け

τ山
紳
を
祭
る
。
若
し
此
の
日
訣
り
て
登

山
す
れ
ば
、
必
宇
怪
し
き
事
に
逢
ふ
と
往
古
よ
り
い
ひ
停
へ
け
り
。

愛
に
長
田
屋
盟
平
た
る
も
の
a
h

以
前
召
仕
ひ
し
僕
吉
助
と
い
ふ
も

の
、
田
町
民
小
家
を
買
求
め
、
茶
園
を
作
り
渡
世
し
け
る
が
、
或
日

暁
天
よ
り
、
茶
臼
山
勘
兵
衛
塚
の
麓
た
る
茶
固
に
作
り
置
き
た
る
牛

芳
を
掘
ら
ん
と

τ‘
鍬
に
て
あ
た
た
此
方
掘
り
け
る
に
、
狐
の
死
骸

あ
り
。
今
ま
で
限
に
怒
ら
ざ
り
し
が
、
い
つ
死
せ
し
ゃ
ら
ん
腐
欄
し

て
、
共
の
臭
気
堪
へ
難
し
。
と
は
不
思
議
也
と
恩
ふ
臓
に
、
傍
に
生

生
敷
鰹
魚
-
つ
あ
り
。
是
を
見
る
よ
り
毛
孔
寒
う
覚
え
、
若
し
人
に

語
り
左
ぽ
見
物
に
来
り
、
茶
園
を
も
荒
さ
ん
を
恐
れ
、
鍬
に
て
埋
め

置
き
た
り
し
か
ど
、
何
と
や
ら
ん
心
地
勝
れ
宇
と
鶴
岡
り
け
り
。
此
の

日
た
ん
山
祭
の
日
た
り
け
り
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
十
一
月
九
日
を

山
祭
の
日
と
た
し
、
登
嶺
を
禁
4
y
る
事
は
、
外
の
諸
国
に
も
あ
る
事

に
や
。
い
か
た
る
よ
し
か
い
ま
だ
記
録
等
に
所
見
た
し
。
若
し
く
は

t
r
t
t
J
h
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r
-
-，トト
u
fパ
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d
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O
卯

辰

彊

卯
炭
山
の
麓
、
観
音
町
・
愛
宕
町
議
よ
り
泊
木
山
の
漣
へ
か
け
・
惣

名
を
卯
反
韮
と
呼
ぺ
り
。
此
の
地
越
は
惣
て
卯
辰
村
の
地
内
な
り
。

故
に
卯
辰
某
町
と
稀
す
。
慶
安
二
年
三
月
・
卯
辰
八
幡
榊
枇
厚
見
紀

伊
守
の
雪
上
書
民
、
慶
長
四
年
卯
辰
山
荒
地
之
内
を
以
て
社
地
等
拝

領
と
見
h
j
横
山
山
披
守
長
知
の
判
-
替
に
も
・
凡
一
幡
宮
屋
布
之
事
先

年
取
立
候
測
は
荒
地
山
に
而

-zh向
。
と
あ
り
て
、
慶
長
四
年
の
頃
は
、

今
い
ふ
卯
辰
護
は
.
山
脚
の
荒
地
な
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。

。
卯
辰
寺
町

卯
反
の
緒
寺
院
は
・
泉
野
寺
町
の
寺
院
と
逮
ひ
・
建
並
び
た
る
は
僅

々
に
て
、
所
々
に
散
在
す
o

是
往
昔
、
卯
炭
山
麓
な
る
荒
地
を
寺
地

に
定
め
ら
れ
し
故
也
。
依
り
て
今
町
名
は
さ
ま

λ
Xあ
り
て
、
寺
町

-h呼
ぽ
ぎ
れ
そ
昔
は
惣
名
を
雲
寺
町
と
呼
了
。
改
作
所
奮
記

金
滞
古
蹟
志
巻
叶
こ

四
O 

北
園
の
習
俗
た
ら
ん
か
。

。
卯
辰
山
哩
葬
地

従
前
は
嶺
主
庚
申
塚
の
傍
怠
る
勘
兵
衛
塚
に
、
由
比
勘
兵
衛
の
古
墳

と
て
、
石
僻
を
立
て
た
り
。
文
政
以
前
は
勘
兵
衛
壌
の
麓
に
墳
墓
共

あ
り
し
か
左
、
竹
滞
殿
治
替
に
付
き
限
障
り
に
成
る
と
の
事
に

τ、

墳
墓
の
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
然
る
に
明
治
六
年
七
月
、

天
下
一
般
火
葬
禁
止
の
布
告
あ
り
。
依
り
て
金
海
人
民
の
埋
葬
地
、

野
岡
山
の
み
に
て
は
納
り
か
ぬ
る
と
の
詮
議
に

τ
、
卯
辰
山
不
毛
の

地
を
取
調
べ
、
埋
葬
地
子
取
極
め
度
皆
金
海
軍
合
所
よ
り
申
立
て
、

同
年
八
月
廿
二
目
先
づ
一
高
歩
聞
届
に
相
成
、
遁
々
墓
地
に
打
波
さ

れ
し
底
、
同
年
十
月
永
久
墓
地
に
定
む
べ
き
場
所
を
取
調
べ
、
間
商

を
翻
へ
大
磁
省
へ
可
=
伺
出
-
皆
御
建
に
付
き
、
金
滞
の
埋
葬
地
は
石

川
郡
野
岡
山
・
河
北
郡
卯
辰
山
の
雨
所
に
相
定
り
、
是
よ
り
右
雨
所

を
ぽ
、
金
津
市
中
人
民
の
埋
葬
地
と
は
成
し
た
り
け
り
l

。
耶
蘇
宗
徒
居
跡

庚
申
壌
の
奮
地
の
裏
怠
る
谷
聞
に

τ
、
今
墓
地
の
傍
た
る
谷
合
也
。

此
の
宗
徒
は
肥
前
闘
浦
上
村
の
邑
民
共
に
て
、
昔
寛
永
年
中
嶋
原
騒

鋭
以
来
の
宗
徒
共
也
。
改
宗
の
朝
命
に
違
背
す
る
に
依
り

τ、
男
女

一
位
戦
せ
た
る
元
総
士
年
十
月
の
締
合
官
、
山
名
新
七
郎
日
蓮
町

卯
辰
寺
町
妙
園
寺
之
旦
那
。
と
あ
り
。
心
蓮
枇
天
和
元
年
の
錨
銘
民
、

山
上
寺
町
と
載
せ
た
り
。
按
守
る
に
、
卯
辰
村
の
地
内
は
卯
辰
寺
町

と
綿
し
、
山
上
村
の
地
内
は
山
上
寺
町
と
呼
ぴ
た
り
け
ん
。

O
卯
辰
寺
院
来
歴

昔
中
納
言
利
常
卿
の
時
、
金
滞
市
中
陀
散
在
せ
る
諸
寺
院
を
ぽ
、
犀

川
口
の
分
は
泉
野
へ
移
さ
れ
、
浅
野
川
口
の
分
は
卯
辰
山
の
麓
へ
移

さ
れ
た
り
と
。
三
笠
記
笠
宮
ふ
。
元
和
二
年
の
頃
、
満
奥
右
衛
門
を

石
川
・
河
北
雨
郡
の
裁
許
に
命
ぜ
ら
れ
、
犀
川
河
原
町
の
裏
、
西
方

の
寺
町
怠
る
寺
院
共
を
ば
、
来
野
へ
移
さ
れ
、
下
口
惣
梼
の
内
・
な
る

寺
共
を
ぽ
、
浅
野
川
卯
辰
山
の
際
へ
移
さ
る
と
見
h
・
菅
家
見
聞
集

元
和
二
年
の
保
に
も
・
今
年
金
津
中
町
々
立
替
る
。
町
中
陀
有

v
之

寺
院
を
ぽ
、
泉
野
井
に
潟
野
川
山
際
へ
被
v
集
。
と
見
h
・
三
州
志
に

も
‘
元
和
二
年
府
内
に
散
在
せ
る
寺
院
を
、
卯
辰
山
・
泉
野
の
雨
所
に

時
じ
集
む
。
と
載
せ
た
り
。
今
按

-ZK・
鹿
市
文
二
年
三
月
卯
民
八

幡
一
脚
主
よ
り
寺
枇
奉
行
へ
の
上
申
書
に
・
元
和
二
年
之
秋
御
検
地
奉

行
よ
り
様
子
御
零
被
ν
成
に
付
而
、
山
披
守
殿
よ
り
、
右
御
奉
行
衆
へ

被
炉
建
候
折
紙
所
持
仕
。
と
あ
り
。
そ
の
折
紙
の
潟
。
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